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【緒言】

　東京消防庁のデータ1）では平成23年までの5年間に、歯

ブラシ事故（以下事故）により救急車搬送された5歳以下の

子どもは229人と報告されている。事故については防止策

や保護者に対する啓発活動は少なく、保護者の事故に対す

る認識についても報告は少ない。今回、歯ブラシによる事

故の現状と保護者の意識調査を行い、若干の知見を得たの
で報告する。

【方法】

　明海大学歯学部付属病院小児歯科外来及び関連施設を受

診した患児の保護者139名を対象として、過去の歯ブラシ

による事故の経験、保護者の事故に対する認識の有無等に

ついてアンケートを行った。
【結果】

　1．「事故を経験した者」は10名（7．2％）で、内訳は男

児8名、女児2名であった。発生時の年齢は1歳時3名、2歳

時3名、3，4，6，7歳時が各1名で、原因は歩行中転倒が7

名、壁・人との接触が3名であった。けがの程度は、粘膜切

創・出血が7名（1名が歯の外傷を伴う）、嘔吐が1名、不明

2名で、受傷後歯科医院等病院を受診した者は4名であっ

た。2．「事故に対する認識調査」では、1）全体の77．7％が

歯ブラシによって事故が起こりうることを認識していた。

2）92．1％が事故を心配したことがあった。3）歯ブラシをく

わえたまま動き回ることは56．1％が経験していた。4）性別

では男児に多いと考える保護者は44．6％で、最も危険な年

齢は3歳時と考える保護者が40．3％、同様に2歳時が
33．8％、1歳時が10．8％であった。5）事故について具体的

に注意していることは（複数回答）歯ブラシをくわえたま

ま歩かせない（136人）、子どもに歯ブラシを持たせない

（25人）等であった。6）歯ブラシを使い始めた年齢は1歳

が最も多く54．7％、次いで0歳時が28．0％であった。

【考察】

　母集団が少ないものの事故は7．2％と比較的高率にみら

れ、今後大規模調査の実施と事故予防対策を講じる必要性

を感じた。1～2歳時に急増する歯の外傷と、原因、男女差

等が類似していた。事故に対する保護者の意識は比較的高

く、子どもに対する注意も行われていた。今後は歯科医師・

歯科衛生士が積極的に支援することが必要と思われた。
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　全身麻酔時において多い偶発症として、歯が折れたり、

揺れたり抜けることがあり、主に挿管時や麻酔覚醒時等に

起き、挿管時に歯に加わる力は約148キログラムなどと報
告されている（1）。また、口腔を介したチュ・一一一一ブを使用す

る場合も舌等を損傷することあり、腫脹が生じ治療期間を

延長させることがある。さらに、幼児の損傷は後で生える

永久歯の形態異常を招くとの報告がある。これらを予防す

るために、全身麻酔前の歯科受診が推奨されており、マウス

ピースを作り装着することにより保護が図られてきた。こ

れは確実な保護法だが、いまだ積極的に歯科受診が薦められ

るとは限らない。東京医科歯科大学小児歯科においては、あ

らゆる医療を受ける小児の口腔を健全に守ることを目標に

しており、緊急時を含め歯科の事前受診が叶わない小児の

口腔保護をめざした小児口腔保護用既成マウスピースを開

発した（2）。しかし、このような医療現場における歯と口

腔の保護活動に先立ち、まずは小児の口腔保護の必要性を広

く周知する啓発活動が必要であるため、小児の周術期口腔

管理の一環として、このたび全身麻酔や挿管を受ける可能性

のある患児と保護者に対して歯科での口腔保護処置を薦め

るパンフレットを作製した。そしてこの内容について検討

することを目的に、医療者に意見を求めてその意識を解析

し、パンフレットのありかたに考察を加えたので報告する。

　資料は、東京医科歯科大学歯学部附属病院小児歯科外来

において作成した、全身麻酔や挿管を受ける小児とその保

護者向けの口腔保護処置を薦めるパンフレット；『医療と子

どもの歯』である。医療者に目を通してもらった後、各自

から感想と意見をインタヴューし、回答等の記録答内容に

ついて質的研究（SCAT法）を用いて分析を行った。その結

果、歯科医療者からは積極的な働きかけに対する期待が示

された。また、小児の親自身も含む、すべての年齢層におけ

る一般的な入院や手術前の準備のひとつとして、口腔損傷

に関する情報が広く定着して常識化することが支持されて

いるとわかった。

参考：（1）加藤裕彦ら、喉頭展開が歯牙に及ぼす影響、日

歯麻酔誌2013；41（4）：198．（2）宮新美智世ら、挿管時
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